
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 

 

１．日  時：平成３０年５月２６日(土) 8:30～12:30（小雨決行） 

        （オープニングセレモニー 8:00～） 

 

２．場  所：石川県能美郡川北町与九郎島地先 

       （手取川右岸 辰口橋下流河川敷） 

 

３．演習目的：想定最大規模の浸水想定区域に基づく、地域社会が一体となった水防

活動の重要性について認識を新たにし、水防機関の士気の高揚と水防

技術の向上、水防災意識社会の再構築を図る 

 

演習の様子はインターネットでライブ配信します。なお、今回の演習を契機にＳＮＳ

（ツイッター）公式アカウント「河川情報室＠金沢河川国道」を新設しました。演習当

日の状況や今後、河川の災害情報をアップしていきます。 

詳しくは、金沢河川国道事務所のＨＰをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

お 問 い 合 わ せ 先 
 
 
 

国土交通省 北陸地方整備局 金沢河川国道事務所  

調査第一課長 浮田
う き た

 博文
ひろふみ

 076-264-9910（調査第一課  直通）  

「手取川・梯川総合水防演習」を実施します 

記者発表資料 

北陸地方整備局では、これからの出水期を迎えるにあたり、総合的な水防

演習を行います。石川県では１０年ぶりの開催となります。 

演習は昭和９年７月１１日手取川大水害を上回る規模の豪雨により洪水が

発生したとの想定で、地域の方々や多くの関係機関の参画のもと、早期避難

に結びつく情報伝達訓練等、タイムラインに沿った実践的な訓練を実施しま

す。また、昭和９年大水害の記憶を次世代に繋ぐため、地元小学生を対象と

した防災学習も行います。 

平成３０年 ５月２４日 
配布：石川県政記者クラブ 
扱い：配布後解禁 
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○本演習において、緊急速報メールが配信されます。 

配 信 時 間：１０時３０分～１１時３０分頃 

配信エリア：金沢市、野々市市、白山市、川北町、能美市、小松市、加賀市(一部の携帯端末) 

手取川の氾濫を想定した演習です。ご理解とご協力をお願いいたします。 

↑演習の詳細はコチラ



 

別 紙 

●演習会場：石川県能美郡川北町与九郎島地先 

（手取川右岸 辰口橋下流河川敷） 

 

 

 

○車でお越しの方は、石川県道 176 号線の川北町役場前交差点より、会場へ進入してくださ

い。会場内は、誘導員・案内看板に従いお進みください。  

 

○後援されている報道関係者には、招待状と併せて駐車証をお配りしております。報道駐車場

へご案内させて頂くため、ダッシュボード上に掲示をお願いします。 

演習実施場所 





■協　　　　賛／全国水防管理団体連合会、（公社）日本河川協会、石川県治水協会、（公財）石川県消防協会、（一財）河川情報センター、（一社）北陸地域づくり協会
■後　　　　援／北國新聞社、北陸中日新聞、朝日新聞金沢総局、読売新聞北陸支社、毎日新聞北陸総局、産経新聞社福井支局、日刊工業新聞社金沢支局、共同通信社金沢支局、時事通信社金沢支局、ＮＨＫ金沢放送局、石川テレビ、

ＨＡＢ北陸朝日放送、テレビ金沢、北陸放送、エフエム石川、金沢ケーブルテレビネット、（株）あさがおテレビ、（株）テレビ小松、加賀ケーブルテレビ（株）、ＦＭ－Ｎ１、ラジオかなざわ、ラジオこまつ、ＦＭかほく
■協　　　　力／川北町教育委員会、川北町立橘小学校、川北町立川北小学校、川北町立中島小学校
■演習参加団体／川北町消防団、金沢市第一消防団、金沢市第二消防団、金沢市第三消防団、白山市南消防団、白山市北消防団、小松市消防団、加賀市消防団、能美市消防団、かほく市消防団、野々市市消防団、津幡町消防団、内灘町消防団、金沢地方気象台、

陸上自衛隊第14普通科連隊、陸上自衛隊第372施設中隊、石川県警察本部航空隊、石川県警察本部機動隊、石川県消防防災航空隊、日本赤十字社石川県支部、白山野々市広域消防本部、能美市消防本部、小松市消防本部、
航空自衛隊小松管制隊、川北町女性協議会、松任ふれあい赤十字奉仕団、美川まつぼっくり赤十字奉仕団、鶴来ふれあい赤十字奉仕団、白山ろく赤十字奉仕団、能美市赤十字奉仕団、川北町草深区、川北町与九郎島区、川北町壱ッ屋区、
川北町下先出区、寺井警察署、介護老人保健施設あんじん川北、（一社）石川県測量設計業協会、（一社）石川県建設業協会、川北町建設連合会、（一財）北陸電気保安協会、（一社）石川県電気工事工業組合、北陸電力（株）小松支社配電部、
北陸電力（株）石川支店手取電力部、電源開発（株）九頭竜電力所、（一社）石川県エルピーガス協会、北陸コカ・コーラボトリング（株）、能美農業協同組合川北支店、生活協同組合コープいしかわ、日本郵便（株）、
西日本旅客鉄道（株）金沢支社金沢保線区、中日本高速道路（株）金沢支社金沢保全・サービスセンター、石川県砂防ボランティア協会、北陸地方防災エキスパート、白山砂防スペシャルエンジニア、金沢大学理工学域環境デザイン学類、
石川県警察本部音楽隊、手取亢龍若鮎組、石川県危機管理監室危機対策課、石川県南加賀土木総合事務所、北陸地方整備局北陸技術事務所、北陸地方整備局金沢港湾・空港整備事務所、北陸地方整備局金沢河川国道事務所（順不同）

手取川・梯川総合水防演習
昭和９年大水害の記憶を繋ぎ 逃げ遅れゼロを目指そう！

•いつでも避難ができるよう準備をしましょう。身の危険
を感じる人は、避難を開始しましょう。
•避難に時間を要する人（ご高齢の方、障害のある方、
乳幼児をお連れの方等）は避難を開始しましょう。

•避難場所へ避難をしましょう。
•地下空間にいる人は、速やかに安全な場所に避難
をしましょう。

•まだ避難していない場合は、直ちにその場から避難を
しましょう。
•外出することでかえって命に危険が及ぶような状況
では、自宅内のより安全な場所に避難をしましょう。

避難勧告や避難指示
（緊急）を発令すること
が予想される場合

災害による被害が予
想され、人的被害が発
生する可能性が高まっ
た場合

災害が発生するなど状
況がさらに悪化し、人
的被害の危険性が非
常に高まった場合

ひなんじゅんび・
こうれいしゃとうひなんかいし
避難準備・
高齢者等避難開始

ひなんかんこく
避難勧告

ひなんしじ（きんきゅう）
避難指示（緊急）

避難情報の種類 発令時の状況 どのような行動をとるべきか

■ 避難情報の種類と行動

演習スケジュール

主な演習 内容

体験学習コーナー

水防団による手取川・梯川流域のそれぞれの特性にあった
実践的な水防工法の実施

施設では守り切れない大規模水害を想定し、
関係機関が一体となったタイムラインに基づく実践的訓練

地域防災力向上のための沿川地域住民、地域企業等の参加による
実践的訓練、住民避難及び救難救助訓練

「昭和9年大水害」の
記憶を繋ぐための防災教育・水害記録の展示

●土のう積み体験
●流速体験
●地震体験

●豪雨体験
●土石流模型実験
●防災出前授業

●パネル展示
●災害対策車両展示
●防災用品・防災システム展示

地震体験 豪雨体験 流速体験 防災出前授業

8：00

8：30

9：13

10：07

10：30

11：15

12：10

オープニングセレモニー

「氾濫注意情報」発表

「氾濫危険情報」発表

「氾濫警戒情報」発表
「避難準備・高齢者等避難開始」発表

工法演習１
●川倉工 ●情報連絡
●木流し工 ●自衛水防活動
●立籠工 ●市町村支援

●土砂災害警戒情報発表

工法演習２
●月の輪工 ●情報連絡
●シート張り工 ●孤立者救助

●機動支援橋設置
●倒木撤去
●土砂災害現地調査

工法演習3
●積み土のう工 ●改良積み土のう工

●ホットライン連絡 ●救援物資輸送
●要配慮者避難 ●避難所開設
●救護所開設 ●ボランティアセンター開設
●野外炊飯・炊き出し ●リエゾン派遣

●ホットライン連絡 ●避難勧告発表
●住民避難 ●通行注意喚起情報提供
●大雨特別警報発表 ●流域上空からの情報収集
●水防団退避指示 ●現地対策本部設置
●河口部漂流物調査 ●応急復旧工
●工法検討協議

「氾濫発生情報」発表

閉会式

●ホットライン連絡 ●記者発表
●通行規制・道路啓開
●TEC-FORCE派遣
●ライフライン復旧
●水没車両からの救助
●ロープブリッジによる救助
●負傷者搬送・応急手当
●救助ヘリコプターによる吊り上げ救助

開会式

●手取亢龍若鮎組
●石川県警察本部音楽隊

緊急速報メール

緊急速報メール

10:30～11:30頃 緊急速報メール
訓練のため手取川沿川の携帯電話で緊急
速報メールが鳴ります。
あらかじめご了承ください。



●総合水防演習のライブ配信およびＳＮＳ（河川）の新設

演習の様子はインターネットでライブ配信します。なお、
今回の演習を契機にＳＮＳ（ツイッター）公式アカウント
「河川情報室＠金沢河川国道」を新設しました。演習当日の
状況や今後、河川の災害情報をアップしていきます。

事務所ＨＰ： http://www.hrr.mlit.go.jp/kanazawa/

ＳＮＳ 公式アカウント
「河川情報室＠金沢河川国道」

総合水防演習のライブ配信

事務所ＨＰ（トップページ）



手取川・梯川総合水防演習において 

水害発生を想定した訓練を行います。 

ご理解とご協力をお願いします。 

配信されるエリア：金沢市・野々市市・白山市・川北町 

能美市・小松市・加賀市（一部の携帯端末） 

※手取川が氾濫した場合に浸水するおそれがあるエリアです。 

あくまでも訓練であり、災害は発生しておりませんので、ご安心ください。 

実際に配信される緊急速報メールのイメージ 

問い合わせ先：TEL 076-264-8800（代）

国土交通省 金沢河川国道事務所 調査第一課 

５月２６日（土）10時 30分～11時 30分頃 

緊急速報メールの訓練が行われます！



【 参 考 】
○平成29年度 荒川総合水防演習（新潟県）の実施状況

ヘリによる水難者の
吊り上げ救助訓練

地元住民による避難訓練

水防工法
【川倉工】

開会式

土のうつくり体験

水防工法
【改良積み土のう工】

オープニングセレモニー

パネル展示


